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焼津市地域クラブ活動推進事業について         教育部 学校教育課【きぼう】 

 

1  本市地域部活動推進事業の進捗について 

７月以降に実施した取組について 

ア 令和５年度実施 12種目※の運営等 について 

   ※柔道、剣道、相撲、ﾆｭｰｽﾎﾟｰﾂ、海洋体験、水泳、ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝ、ﾚｽﾘﾝｸﾞ、ｅｽﾎﾟｰﾂ、 

   陸上競技、ｿﾌﾄﾃﾆｽ、卓球 

   〇部員募集と活動開始（３～５月 陸上競技とｿﾌﾄﾃﾆｽは７月開始 卓球は９月開始） 

   〇地域クラブ活動周知のための広報活動…リーフレット別紙１ 、新聞等別紙２ 

〇「令和５年度実施地域クラブ活動報告会」の開催（9/26） 

   ・運営状況の確認と課題の共有 

イ「地域クラブ活動在り方検討委員会」の開催（5/26、7/18、10/5） 

 ・文化クラブの拡大を視野に入れ、文化振興課も委員として参加している。 

（内容） 

〇令和５年度実施種目の運営状況や課題について 

〇令和６年度より実施する種目の決定 

・団体種目（５種目） 

           ↓ 
「野球」「サッカー」「バスケットボール」「バレーボール」「吹奏楽」 
 
・地域クラブ化を希望する種目 

          ↓ 
「クラシックバレエ」「よさこい踊り」 

〇「令和６年度実施地域クラブ活動推進委員会」推進委員の人選  

 〇各推進委員会に関する課題等の検討 

 〇来年度以降の大会参加について 

ウ「令和６年度実施地域クラブ活動推進委員会」（上記７種目）の開催  

（8/22、各種目別部会は随時） 

   〇全体会において   焼津市の方針説明及び推進の具体紹介 

〇種目別部会において 運営方法の検討、開設に向けての取組 

              ・指導者、運営者の人選 ・開設クラブ数の検討 ・会場の検討 

・募集案内の内容検討 ・クラブ規約の作成 等 

エ 生徒向けアンケートの実施（７月） 

    来年度開設を予定している種目のうち、学校部活動がある５種目「野球」「サッカー」

「バスケットボール」「バレーボール」「吹奏楽」の部員（中 1～2）に「来年度、地域 

  クラブ活動が開設された場合に、参加したいか」を質問した。学校ごとに偏りが見ら

れるものの、約半数が「参加したい」と回答。（結果は推進委員会の種目別部会に、検

討資料として公表。） 

 

２ 現在の課題 

令和６年度の開設に向けて 

ア 指導者、運営代表者の確保 

・各協会・連盟の協力、部活動外部指導者の協力 

（推進委員からの希望があれば）広報やいづ 及びホームページでの公募 
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イ 活動場所の確保 

   ・受益者負担を減らすために学校施設の活用を第一に考える。 

   ・学校施設が利用できない場合には市施設等を利用するが、一般の利用料金がかかる 

ため、地域クラブとしての減免等の仕組が必要。 

・毎月、学校教育課で学校施設利用の調整を行う。 

    →将来、所管が他課に移った際にもスムーズに引継ぎができるよう、調整の仕方を 

確立する。（優先予約が継続できるかどうかの検討も必要。） 

・推進委員会吹奏楽部会では、活動場所の検討が進んでいる。候補となる場所で実施可 

能かどうか、また、保護者の送迎を含め生徒の参加可能性等を確認するため、各校吹 

奏楽部と協力し、実証実験を行いたい。 

ウ 活動資金の確保 

   ・持続可能な活動のために、保護者負担の活動費はできるだけ低廉となるよう、市か

ら団体へ依頼している。 

   ・地域クラブ設立時には、用具購入金補助金（開設１クラブにつき 10万円）を交付し

ている。 

・施設料や、共通に使用する物に係る消耗品費などについては、学校部活動の地域ク

ラブ活動への移行期間における保護者負担の軽減を検討していきたい。 

エ 中体連の出場参加資格の緩和について 

   ・県中体連が定めた大会参加規定は「クラブチーム及び地域クラブの参加を認めるが、 

従来の学校からの参加に比べて条件が厳しい」というものになっているため、本年度 

は地域クラブ名ではなく、学校名での参加となるようにした。（各学校での引率指導 

が必要。）県中体連に本市取組についての情報提供等の働きかけを行う必要がある。 

オ 平日の地域移行の考え方について 

   ・まずは「休日の地域移行」が優先であるが、先に地域クラブを開設した団体には、 

「平日の移行が（将来的に）可能かどうか」を確認し、体制づくりを進めていきたい。 

それに合わせて地域クラブ活動在り方検討委員会の推進計画についても検討・修正 

を行う。 

※「平日における環境整備については、できるところから取り組むことが考えられ…」 

R4.12スポーツ庁、文化庁「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」 

カ 休日の中学校体育館の利用について（19:00までの使用） 

   ・中学校体育館使用の優先順として、全校一斉に、①学校行事②年間計画に位置付け

られた自治会等の地域行事、③地域クラブ活動④学校外での活動（少年団スポーツ

等）とし、学校施設を地域クラブ活動で利用しやすい体制を作る。 

 

３ 令和６年度以降の開設クラブ拡大に向けて 

(1)市スポーツ協会関係者への周知 協会発行「スポーツ焼津」への原稿掲載 別紙３ 

(2)文化部の移行、文化系地域クラブ新設に向けて協力体制の構築 

   ・スマイルライフ推進課への事業内容周知、協力依頼（ボーイスカウト等） 

 (3)学生ボランティアの可能性について 

   ・各種目での活動支援ボランティアとして関係機関への協力依頼 


